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導入前の課題 導入後の効果

●樋門管理システムで樋門開閉を自動化
●閉域網で高セキュアなIoT向けSIMを導入
●クイックで的確な回答のサポート体制

●開閉担当操作員の高齢化と人手不足
●遠隔制御のために高セキュアが必要
●構築期間が3カ月と短い

数が多く改善のメリットが大きい	
既存の手動式樋門をIoT化

　遠賀川の樋門には3つのパターンがありま
す。全体の7割を占める手動式の樋門、樋門
のそばにある制御盤内ボタン1つで開閉がで
きる電動式の樋門、無動力で動くフラップゲー
ト式の樋門の3つです。フラップゲート式の
樋門は人手も動力もいらず効率的ですが、コ
ストはかかります。
　「樋門管理システムとして弊社側から提案
したのは、手動の樋門を遠隔制御で電動化す
るものです。手動の樋門を遠隔制御するため
に、樋門にギアユニットを取り付け、モーター
で樋門を開閉できるようにし、それを産業用
コンピューターで操作できるようにしました。
信号を送信して、遠隔で樋門の開閉をするわ
けです」（村益氏）。
　同社では、樋門管理システムを構築する上

　「遠賀川の樋門の多くは国や福岡県が所有
していますが、管理は直方市に委託されてい
ます。さらに、直方市ではその委託業務の一
部を各地域に住んでいる方に再委託をして、
樋門の開閉はその操作員の方が行っています」

（米澤氏）。
　手動式の樋門は緊急時、人の手で開閉で
きるようになっています。しかし近年、開閉
を担当する「操作員」は60歳以上が75％以
上を占めています、また、樋門の開閉は日中
でも発生するため、日中勤務をしている若年
者を充てることはできません。そのため、今
後の樋門管理の高齢化は行政課題として顕
在化していました。
　この社会課題を解決するため直方市では、

「直方市遠隔監視制御型樋門管理システム（以
下、樋門管理システム）」の調査検証業務を
プロポーザル方式で公募。その結果、同社
が受託しました。

直方市の調査検証業務を遂行する 
システムを受託

　アドバンテックテクノロジーズ株式会社は、
福岡県直方市に本社を置く産業用PC、IoT
製品の開発・製造・販売を行う企業です。
1966年に立石電機（現・オムロン）の系列
会社「直方電工株式会社」を設立。2019年
に台湾Advantech社のグループ企業となり
社名を「アドバンテックテクノロジーズ株式
会社」へと変更。
　現在では、産学官連携を含めたAIとIoT
の社会実装を加速する「Edge＋」をプラッ
トフォームコンセプトとして活用し、お客様
からのご要望に応えるため、また社会的・産
業的課題の解決のために、エコパートナーと
の共創を大切にしています。
　同社が位置する直方市内には一級河川「遠
賀川」が流れています。その遠賀川から堤防
を通る水流をコントロールするための水門と
して各所に「樋門」が設置されています。遠
賀川には、地域の歴史的な背景もあり、全国
の一級河川における樋門の2割弱が集まって
おり、約1,000箇所にも及びます。そのうち、
約7割にあたる樋門が現在も手動で開閉する
形式となっています。

アドバンテックテクノロジーズ株式会社は、福岡県直方市の行政課題を解決するIoT遠隔監視制御システムを「さくら
のセキュアモバイルコネクト」「さくらのクラウド」を活用して構築しました。クラウドが持つ柔軟性に加えて、専用
のSIMを組み合わせることで、シンプルでありながら閉域ネットワークによる高いセキュリティを実現しています。
また、カスタマーサポートのレスポンスの良さと回答の的確さが、本システムの短期間構築に役立っています。

アドバンテックテクノロジーズ株式会社

社会課題を解決するシステムにIoT向けSIMとクラウド
を採用、サポートを活用してシステムの短期間構築を実現
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※エコパートナー：お客様、システムインテグレーター、行政、大学、学生、等、アドバンテックの「Edge+」コンセプトの実現に一緒に取り組むパートナー
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ご担当者の声

さくらインターネット株式会社
	 〒530-0011 大阪市北区大深町4-20 グランフロント大阪タワーA 35F	
	 〒160-0023 東京都新宿区西新宿7-20-1 住友不動産西新宿ビル 32F	
	 〒810-0042 福岡県福岡市中央区赤坂1-12-15 読売福岡ビル 7F
 ▶ E-MAIL  eigyo@sakura.ad.jp　▶ TEL  0120-380397【受付時間】平日10:00～18:00（土日・祝祭日を除く）

［大 阪 本 社］	
［東 京 支 社］	
［福岡オフィス］

お問い合わせ、資料請求　　本件に関する詳細など、お問い合わせ、資料請求は下記までご連絡ください。

ご紹介したサービス

ご担当者の声
「現時点で実際に導入予定のネッ
トワークではなく『こんな構成の
ネットワークを構築してみたい』
という今後に関する疑問に対して
も、さくらインターネットさんの
カスタマーサポートからはストラ
イクの回答になるTipsを教えて
いただきました」

ご担当者の声
「樋門管理システムのような形を
取りながら、直方市内の事業者
と共同で行政課題解決を進めて
います。河川の課題は全国至る
ところに存在すると思いますので、
直方市から起こしたイノベーショ
ン事例を様々な市町村でも活用
していただきたいと考えています」

アドバンテックテクノロジーズ株式会社 
経営企画部 ビジネスディベロップメントマネージャー
村益寛紀氏

直方市役所 
産業建設部 商工観光課 産業イノベーション推進係 係長
米澤隆司氏

アドバンテックテクノロジーズ株式会社
https://www.advantech-tj.co.jp/

住所	 福岡県直方市上境飛熊2770
事業内容	 ●産業用PC、IoT製品の
	 	 開発・製造・販売
	 ●産業用電子機器の開発・
	 	 製造受託サービス（DMS）

▶�さくらのセキュアモバイルコネクト
▶�さくらのクラウド

※本取材内容は2021年6月時点の情報です

るところは他にはないと思っています。そん
な回答がいつでも得られるということは、カ
スタマーサポートに技術に詳しい方がいると
いうこと。その点は技術力を売りにされてい
るさくらインターネットならではと思います。
今回の樋門管理システムは3カ月余りという
短期間で構築しなければいけませんでした。
カスタマーサポートのレスポンスの良さと回
答の的確さは弊社としても求めていたので、
大変助かりました」。
　同社が推進している「Edge＋」コンセプ
トとクラウドは切り離せないもの。「さくら
インターネットのサービスは有意義で活用し
がいがあるので、今後もさくらインターネッ
トとタイアップを組みながら、お客様ニーズ
や社会的課題の解決を図っていきたい」と村
益氏は語っています。

り、同社ではカスタマーサポートをうまく活
用しています。
　「サポート担当の方はネットワークに対す
る知識が豊富ですし、弊社側から『このよう
な構成のネットワークを組むにはどうすれば
いいのか』と相談すると、それに対する的確
なアドバイスをいただきました。また、なに
か質問をしても当日や翌日には回答が返って
くるなど、かゆいところに手が届くカスタマー
サポートだと感じています。このようなサポー
ト体制により、弊社としても安心感を得るこ
とができました」と村益氏は当時の状況を振
り返ります。
　また、さくらインターネットがサイトで公
開している様々なTIPSも参考になったとい
います。さくらインターネットのTIPSは膨
大な量のため、どれを参考にすればよいかす
ぐに見つからないことがあったそうですが、
その際にはサポート担当者が的確なTIPSを
探し出してくれたと村益氏は話します。
　「カスタマーサポートに問い合わせをして、
的確で満足な回答がレスポンス良く返ってく

でネットワークのセキュリティ面も考慮しま
したが、通常の4G LTE網でセキュリティを
確保しようとすると、VPN装置を導入する必
要が生じます。そこで着目したのが、閉域網
で高セキュアなIoT向けSIMを提供している

「さくらのセキュアモバイルコネクト」でした。
　ネットワーク自体も仮想的に構築できるこ
とから、将来を見据えた拡張性やセキュリティ
を含めたメリットを感じ、さくらのセキュア
モバイルコネクトを採用しました。また、専
用SIMを持つデバイスからのアクセスに限
定した閉域ネットワークを構築するためにク
ラウドデータベースとして「さくらのクラウ
ド」を採用しています。
　「産業用の高セキュアなSIMを提供してい
るクラウドサービスは、さくらのクラウドが
利用できるさくらのセキュアモバイルコネク
トだけでした。他のサービスもいくつか検討
はしてみましたが、シンプルな構成でセキュ
リティが担保されており、柔軟にサーバーを
構築できることが樋門管理システムのニーズ
に大きく合致していました」（村益氏）。

樋門管理システムの実証実験。	 	
第一段階をクリア

　樋門管理システムでは、データベースに対
して制御用コンピューターが定期的にポーリ
ングを行い、信号を受け取ったときにそれを
拾って制御する仕組みを持っています。
　「実証実験で試作したシステムではデータ
ベースサーバーに負荷が偏ってしまっていた
ので、将来的にはそこの改善を考えています。
一極集中型ではなく分散型のデータベースに
変えるなど、今後は冗長化に取り組んでいき
たいと考えています」（村益氏）。
　樋門管理システムの実証実験は2021年3月
19日に終了しました。ただ、この取り組み自
体がすぐに完成するわけではなく、今回の実
証実験で第一段階がクリアできた程度です。
　「本実証実験では様々な問題点が浮かび上
がってきましたので、実用化に向けた次の
フェーズを検討している段階です」（米澤氏）。

さくらのサポートからは的確で満足
する回答がレスポンス良く返ってくる

　今回の樋門管理システムを構築するにあた


